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第１章 はじめに

１ 研究テーマ設定の理由

現在，グローバル化や情報化の進展などにより，生徒たちを取り巻く社会や生活は急速に変化

し，価値観も多様化している。そのため美術科の学習においては，生徒が他者とのコミュニケー

ションを図る中で主体的・協働的に造形的な見方・考え方を働かせ，生活の中で美術がどのよう

な働きをし，社会に関わっているのかを理解する学習が重視されている。このような学習を通し

て，これからの社会を生きる生徒たちに豊かな人間性や創造性を育み，心豊かに生活しようとす

る態度を身に付けさせることは，自立した人間として，他者と協働しながら，新たな価値を創造

する力の育成に寄与するものであり，これは「持続可能な社会」を支える資質・能力の育成につ

ながるものと考える。美術科では，昨年度，生徒の造形的な視点に基づく思考力･判断力・表現力

を高めるために，コミュニケーション活動を効果的に設定し鑑賞活動を進めてきた。今年度も，

表現における発想・構想の過程や鑑賞活動の中で対話的な学習を取り入れながら，生活を美しく

豊かにする美術の働きについての理解を深めさせたいと考え，本研究テーマを設定した。

第２章 研究の実際

１ 研究の内容及び方法

(1) 論理的・創造的思考を促す学習活動の工夫

身近なデザイン作品を紹介する場を設定し，美しさや情報伝達，機能性の面から実際に使用し

たいと思わせる紹介内容を考えさせる。紹介理由が主観的なものではなく，根拠に基づいた説明

になるように促すことで，生活の中における美術の働きを理解させ，論理的・創造的思考力の育

成につなげる。

(2) 生徒の主体的学びや表現力の向上につながる振り返りの工夫

主体的学びでは，生徒一人一人の思いや願いなどの主題を大切にした学習や，創造活動の経験

を次の表現に生かすことができるような振り返りの場面設定が重要となる。自己評価だけでなく，

自分の価値意識を持って批評し合ったり，効果的な表現方法を教え合ったりする中で，感性を豊

かにし，よりよい表現を追求する態度を育成する。

２ 研究の実際

(1) 生徒の実態

第１学年の生徒（160 名）は，美術科の学習において，興味・関心を持ちながら集中して制作

に取り組むことができる。４月に実施したアンケート(複数回答可)では，工芸分野に興味がある

生徒が 62.5％おり，分野の中では一番多く，その一方でデザイン分野は 20％と少数であった。小

美術科



学校図画工作科の学習では，高学年でＣＤラックや小物入れ等の使用できる作品制作を実施し，

平面作品においては，絵画の制作が中心になっている。そのため，今回のアンケート結果は，生

徒の発達段階に沿ったものであり，デザイン分野においては，中学校での今後の指導が重要であ

ると考える。視覚伝達デザインや工業デザイン，環境デザイン等の指導の中で，身近な生活の中

のデザインに目を向けさせ，その重要性に気付かせたい。また，４月に生徒が記述した作品の鑑

賞文を分析すると，主観的な見方になっている生徒が多く，物語性の強い文章も見られた。生徒

は，多くの視覚伝達デザインに囲まれて生活しており，今後も自身による情報選択を繰り返して

いくことになる。そのため，今後の鑑賞活動では，鑑賞対象としてデザイン作品を取り入れ，対

話的な学習の中で，観察や分析による気付きや価値観の広がりを大切にしながら用と美の調和を

とらえ，論理的な思考で作品を鑑賞する姿勢を養わせる必要がある。

(2) 論理的に思考し表現する力を高めるための工夫

美術科における論理的思考力・表現力として，鑑賞活動においては，「多様な価値観に触れな

がら見方を広げるとともに，自分なりの価値意識を持って分析し，根拠を持って説明することが

できる力」とし，表現活動においては，「基礎的な知識や技能を基に構想を練り，課題を解決し

ながら主題に迫ることができる力」とした。そこで，論理的思考力の向上を図る手立てとして，

鑑賞活動の中でパフォーマンス課題を設定した。各グループで作者の異なるポスター作品を鑑賞

し，プレゼンテーションの形を取り入れながら他者に紹介した後に最優秀を選出するという場面

設定である。また，制作後や作品の主題を考え構想を練る段階で，言語技術教育として実施して

いる問答ゲームの要領で質疑応答の場面を取り入れた。相手の作品について，主題や制作方法等

の疑問点を質問し合い，言葉で返答することで曖昧な点が明確になり，今後の制作に生かすこと

ができると考えた。

(3) 授業の実際

ア 指導の実際

(ｱ) パフォーマンス課題を取り入れた鑑賞活動

① 題材名

鑑賞「ポスターデザインの魅力を感じ取ろう」

② 逆向き設計を活用した指導計画

第１段階：求められている結果
本単元における設定されている目標： 【Ｇ】goals

(a) 研究テーマに対して

ポスター作品の作者の意図や表現の工夫を感じ取り，自分の思いや考えを伝え合うことで，
見る人の立場や気持ちを尊重した魅力的なポスターの条件を理解する。

(b)「論理的に思考し表現する力」に対して

ポスター作品の鑑賞において，自分なりの価値意識を持って分析し，作品の良さを根拠を持
って説明することができる。

理解： 【Ｕ】understanding 本質的な問い： 【Ｑ】questions
生徒は，ポスターや商品パッケージ等の多くの視
覚伝達デザインに囲まれて生活しており，情報収
集や，商品購入の際には欠かせないものとなって
いる。その一つでもあるポスターのデザインを鑑
賞し，視覚的手段を用いて相手に伝えるために
は，伝える目的や条件を基に，見る人の立場や気
持ちを尊重しながら，分かりやすく，美しく伝え
ることが大切であることを理解する。

伝える目的や条件を基に，見る人の立場や
気持ちを尊重した魅力的なポスターとはど
のようなものか。



生徒は次のことを知る 【ｋ】knowledge 生徒は次のことができるようになる【Ｓ】skills(a)
（ポスターデザインに必要な要素）
・見る人の立場や気持ちを尊重
・画面構成の工夫
・配色の工夫
・コピーの工夫
・着色技法

(a)について
・身の回りにあるポスターデザインについ

て興味や関心を持つ。
・ポスターデザインの基本的な要素につい

て理解し，制作に活用することができる。

生徒は次のことができるようになる 【Ｓ】skills(b)
（b）について
・ポスター作品の鑑賞において，自分なりの価値意識を持って分析し，作品の良さを根拠を持

って説明することができる。

第２段階：評価のための証拠
（a）に対して 【Ｔ】tasks (a)
パフォーマンス課題：
「人権ポスターコンクール」の最優秀作品を選出しよう
・あなたは，「人権ポスターコンクール」で，最優秀を選出する県の代表者です。各県から選

ばれた作品８点の中から最優秀を選出します。他県の代表者の前で代表ポスターを紹介し，
その後多数決で選出するため，県の代表者５名でアピールポイントを話し合い，ワークシー
トにまとめましょう。

（b）に対して 【Ｔ】tasks (b)
・鑑賞ワークシートの記述が，デザインの基礎事項等を押さえた根拠に基づいた記述になって

いる。
・グループでの話合いにおいて，自分の考えを，根拠を明確にしながら説明することができて

いる。

③ 評価計画

評価目標 評価方法
①ポスター作品の作者の意図や表現の工夫

などについて，意見交換をしながら主体的
に感じ取ろうとしている。

（関心・意欲・態度）

◎パフォーマンス課題
「人権ポスターコンクール」の最優秀作品を
選出しよう

・あなたは，「人権ポスターコンクール」で，最
優秀を選出する県の代表者です。各県から選ば
れた作品８点の中から最優秀を選出します。他
県の代表者の前で代表ポスターを紹介し，その
後多数決で選出するため，県の代表者５名でア
ピールポイントを話し合い，ワークシートにま
とめましょう。

○観察 （評価目標の①）
○ワークシート （評価目標の①②）

②色の性質や魅力的なポスターの条件を意
識しながら，見る人の立場や気持ちを尊重
したポスターの図案やコピーの工夫を感
じ取ることができる。 （鑑賞の能力）

④ 展開

学習活動（形態） 時間 ○教師の働きかけ・生徒の反応 ○指導の工夫 ◇評価（方法）

１ ポスターの
役割を理解す
る。 (一斉)

２ パフォーマ
ンス課題を知
る。 (一斉)

３ 人権ポスタ
ーを鑑賞し，
その良さを考
える。 (個人)

５

２

３

○視覚伝達デザインの一つ
であるポスターの役割を
理解しよう。

《役割》
・見せることで情報を伝え

る。
・見せることで人の心を動か

す。

「人権ポスターコンクール」の

最優秀作品を選出しよう。

○第一印象を大切にして，そ
の良さを具体的にワーク
シートに記入しよう。

○生徒が興味を持つ映画のポスターを
紹介することで，ポスターへの関心
を高めさせた。

○映画ポスターの図案やコピー，情報
に着目させることで，ポスターの役
割に気付かせた。

○ワークシートに印象や理由付けを記
入させることで，自分の意見を明確
にさせた。

【学習課題】 ポスターデザインの魅力を感じ取ろう



４ グループで
意見交換を行
い，その良さ
をまとめる。

(小集団)

５ グループで
まとめた意見
を発表する。

(一斉)

６ 魅力的なポ
スターの条件
について理解
する。(一斉)

７ 最優秀のポ
スター作品を
選ぶ。(一斉)

８ 選ばれた理
由を考える。

(個人)

９ 本時の内容
を振り返る。

(一斉)

10

16

４

２

５

３

○グループで人権ポスター
の良さとその根拠につい
て話し合い，３つのアピー
ルポイントにまとめよう。

・コピーの工夫（内容・書体）
・配色の工夫（感情効果・明

度差による強調）
・構図の工夫（人物や物の配

置）
・人物の表情

○まとめたアピールポイン
トを代表者が発表しよう。

話合いの様子
○魅力的なポスターの条件

について理解しよう。

○ポスターの条件を踏まえ
て，最優秀作品を選出しよ
う。

○最優秀作品に選ばれた理
由を考えながら鑑賞しよ
う。

○他者の鑑賞文を聞きなが
ら，授業内容を再確認しよ
う。

○アピールポイントを，他の審査員を
納得させるという視点で３つにまと
めさせることで，論理的に思考し表
現する学び合いをさせた。

○ワークシートに，アピールポイント
と理由を分けて記入させることで，
より具体的な内容にさせた。

○ホワイトボードには，発表時に提示
することを考慮し，簡潔に分かりや
すく記入させた。

◇ポスター作品の作者の意図や表現の
工夫などについて，意見交換をしな
がら主体的に感じ取ろうとしてい
る。 （観察）

○相手に伝えることを意識しながら発
表をさせた。

発表の様子
○生徒の意見をまとめる形で，魅力的

なポスターの条件を確認すること
で，理解を深めさせた。

○最優秀作品を改めて鑑賞させること
で，見る人の立場や気持ちを尊重し
た図案やコピーの工夫が大切である
ことを再認識させた。

◇色の性質や魅力的なポスターの条件
を意識しながら，見る人の立場や気
持ちを尊重した図案やコピーの工夫
を感じ取ることができる。

（ワークシート）

⑤ パフォーマンス課題のルーブリック

Ａ Ｂ Ｃ

ポスター作品の主題や表現
の工夫を，デザインの基礎知識
を基に多様な角度から分析し，
見る人の立場や気持ちを尊重
しているという視点で，根拠を
持って説明することができる。

ポスター作品の主題や表現
の工夫を，デザインの基礎知識
を基に分析し，説明することが
できる。

ポスター作品の主題や図
案について主観的にとらえ，
根拠を持って説明すること
ができない。

(ｲ) 生徒の主体的学びや表現力の向上につながる振り返りの工夫

本校が言語技術教育のために取り組んでいる問答ゲームの要領で, 生徒が制作したポスター

作品の相互鑑賞を実施した。



質問例

〇ポスターの主題は何か。

〇どうしてその主題にしたのか。

〇制作に何時間かかったか。

〇どのような技法で制作したのか。

〇情報はどのようにして収集したのか。

〇苦労したところはどこか。

イ 生徒の学びの実際と考察

(ｱ) パフォーマンス課題

生徒は，他者との意見交換の中で作品への見方

が変わることは今までの鑑賞活動で経験している

が，作品のいくつかある工夫点に優先順位をつけ

る経験は少ない。今回は，ポスター作品のアピー

ルポイントを３つに絞る話合いを行った。他グル

ープの生徒に選出してもらうためには，明確な根

拠を持ってアピールをする必要があるため，デザ

インの基礎知識を基に多くの人に共感してもらえ

る作品の良さを考えながら，論理的に思考するこ

とでより深い鑑賞活動になった。また，最優秀１

点を選出するという審査員としての立場を体験さ

せることで，他の作品への興味が高まり，観察力

や分析力を発揮しながら鑑賞することができた。

さらに，最優秀になったポスターを見て，選出さ

れた理由を確認することで，見る人の立場や気持

ちを尊重しながら，分かりやすく，美しく伝える

ことが情報伝達デザインでは重要であることを理

解させることができた。 資料１パフォーマンス課題ワークシート(Ａ評価)

ルーブリックを基にした鑑賞文の評価では，Ａ評価が 39.4％，Ｂ評価が 47.3％，Ｃ評価が 13.1％

であった。内容を分析すると，Ｂ評価の記述では，デザインの基礎事項は概ね押さえられていた。

しかし，人権意識を高めるという視点で主題に迫る鑑賞をしているが，多様な角度からの見方が

できていない記述や，その逆の記述もあり，ルーブリックを細分化する必要性を感じた。また，

ワークシート記述で，「色がきれい」「強調している」等，主観的な表現のみで根拠を示すこと

ができていなかったＣ評価の生徒は，ステップ２の話合いの記録内容も不十分であった。今回，

各グループが全員にアピールするポスターは教師が決めたものであったが，話合いの時間を十分

に取るために授業時数を２時間とし，複数枚のポスターを各班に配布して「地区審査を経て，中

央審査に移る」という流れでパフォーマンス課題を設定した方が，生徒の理解度も上がったので

はないかと考えられる。

(ｲ) 生徒の主体的学びや表現力の向上につながる振り返りの工夫

生徒は，パフォーマンス課題で，デザインの基礎事項を振り返りながらポスターの条件につい

て理解を深めた後，夏休みの課題として実際にポスター制作(主題は選択制)を行った。制作した

ポスターの鑑賞会では，小集団で質疑応答の時間を設定し，主題や使用技法，図案の意図等につ

学び

〇作品を丁寧に観察する姿勢

〇他者から学ぼうとする姿勢

〇新たな知識・理解

〇自己の制作過程の振り返り

〇自己作品の分析

〇新たな課題の設定



いてお互いに質問し合う形をとった。その結果，質疑応答の中で作品の見方が深まり，その後に

記述した鑑賞文では，多くの生徒が多様な視点で作品を鑑賞し分析することができていた。この

ような振り返りの場面は，デザイン分野，彫刻分野の制作途中や完成後の鑑賞会でも実施し，積

極的に活動する生徒の姿が見られた。

４ 成果と課題

論理的・創造的思考を促す学習活動の工夫として，身近なデザイン作品を紹介する場を設定し，

美しさや情報伝達の面から実際に使用したいと思わせる紹介内容を考えさせた。人権ポスターは，

メッセージ性の強い主題であるだけに，情報伝達デザインとして，見る人の立場や気持ちを考え

やすいポスターである。そのため，生活の中における美術の働きを理解させ，論理的・創造的思

考力を身に付けさせる題材としては適切であったと考える。また，作品制作の途中段階や完成時

に対話を重視した鑑賞活動を取り入れることで，作品を作者の意図や制作過程等の多様な視点か

ら観察するようになり，学習内容を基に分析する論理的・創造的思考の育成につながった。実際

に，４月に記述した鑑賞文と 10 月に記述した鑑賞文を比較したところ，46.8％の生徒の記述が，

変化の度合いに個人差はあるが，根拠を明確にした深まりのある内容に変化していた。（資料２）

今後は，ルーブリッ

クがＣ評価の生徒への

手立てとして，基礎事

項の習得状況や観察に

よる対話内容の確認を

行い，個々に必要なサ

ポートを明確にしなが

ら適切に指導をしてい

く必要がある。 資料２ ４月と 10 月に記述した鑑賞文の比較

第３章 おわりに

対話的な学習を通して，心豊かな生活を創造していくために美術が欠かせないものであること

を理解させるために，デザイン分野に焦点を当てて研究を進めてきた。10 月のアンケート(複数

回答可)では，デザイン作品の制作に興味がある生徒が 45％おり，４月と比較して 25％増えては

いるが半数を切っている状態であった。生活の中にあるデザインの魅力をさらに理解させるため

には，今後の３年間を見通した教材開発や設定，対話的学習の展開が重要になってくる。特に工

芸分野における機能性を追求する場面では，身近な工芸品や日用品に目を向けさせ，生活と美術

の関わりについてさらに認識を深めさせる必要がある。美術と社会生活との関わりを，デザイナ

ーや工芸作家という職業分野の一つとして捉えている生徒もいるため，今後は，使う側，購入す

る側の立場で商品を分析し，自分のライフスタイルにとってよりよいものを選択する能力を身に

付けることの重要性に気付かせ，主体的な学びにつなげていきたい。
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